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スマイルデザイン
＜難しいです＞ 



１．機能的スマイルデザイン 

Dawsonは、スマイルデザインに関して、 Functional Occlusion 
の第16章「機能的スマイルデザイン」として解説しております。そ
の章の冒頭に「機能的であるほど、スマイルデザインは良くなる」
と記載されております。すなわち、機能性と審美性とは関連性が
深く、機能性に基づいた前歯の位置と形態が、審美的に優れた
前歯デザインの基本となることを示しております。

今回は、機能性に基づいたスマイルデザインについて解説しま
す。さらに、患者さんの外観に調和した最終的歯冠形態の決定方
法を紹介します。

（Functional Occlusionより） 
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スマイルデザイン 



２．自然美学 

Dawsonは、審美歯科に関して「自然美学」すなわち、患者さんの
個性に応じた自然観に基づく美しさを提唱しております。

ほとんどの患者さんは、自然観のある審美的スマイルを構成す
る前歯を求めております。このことは、歯科医学に審美革命をもた
らしております。

自然美学は、確立された基準に基づいており、決して手探りの
試行錯誤による治療手段ではありません。すなわち、 Dawsonは、
歯の形態・位置・傾斜には明確な解剖学的基準があり、それらを
理解することが大切であることを示しております。
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スマイルデザイン 

（Functional Occlusionより） 



３．スマイルデザインと診断用模型  

咀嚼機能に調和し審美的スマイルデザインを達成するため
には、前歯の適切な形態と位置・傾斜を決定する必要があり
ます。

患者さんに不正咬合あるいは咬合干渉が存在する場合、
前歯に適切な形態・位置・傾斜を与えることはできません。そ
のため、患者さんのスマイルデザインを達成するためには、
半調節性咬合器に中心位でマウントした診断用模型により
咬合分析を行い、咬合干渉を解消する必要があります。
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スマイルデザイン 



４．前歯修復はどこから始めるか？ 

審美的スマイルデザインを設定する前に、以下の
項目について分析し、異常所見を確認する必要があ
ります。

１）中心位の確認
２）中心位における前歯の咬合接触
３）臼歯部即時離開

それぞれについて解説します。

【歯科開業医の談話室 33】

スマイルデザイン 



右上イラストが示すように、前歯修復を始める前に顎関節の状態を診察し、顎関節が健康で
理想的な中心位に位置づけることが可能かどうかを確認する必要があります。とくに、中心位
が得られたことを実証するために、荷重負荷試験を行う必要があります。もし、顎関節の異常
を示す徴候が認められた場合、前歯修復の設計を行うことはできません。 

４．前歯修復はどこから始めるか？
１）中心位の確認 

（Functional Occlusionより） 
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（Functional Occlusionより） 

４．前歯修復はどこから始めるか？
２）中心位における前歯の咬合接触 

中心位における前歯部の咬合関係を評価する必要が
あります。目標は、中心位における臼歯部の干渉や早期
接触のない前歯接触です。右イラストが示すように、中
心位において臼歯の咬合干渉により前歯接触が得られ
ない場合、前歯修復の設計を行うことはできません。 
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（Functional Occlusionより） 

４．前歯修復はどこから始めるか？
３）臼歯即時離開 

前歯咬合誘導のもっとも重要な機能は、下顎が中心
位から移動する際の臼歯即時離開です。この臼歯即
時離開は、臼歯の過剰摩耗を防ぎ、前歯へかかる力
を減少させます。この臼歯即時離開を得るためには、
臼歯咬合干渉のない前歯の咬合接触を設定する必要
があります。
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（Functional Occlusionより） 

１）模型の形態修正（干渉部の印記） 

右写真が示すように、臼歯部の咬合分析は、中心
位で装着した模型を用いて行うことができます。咬合
紙は、中心位での前歯接触を妨げる干渉部を印記
するのに用いられます。咬合器は、この段階ではセ
ントリックロックをかけておくべきです。

５．形態修正の手順 
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（Functional Occlusionより） 

２）模型の形態修正（干渉部の調整） 

右写真が示すように、咬合調整による形態
修正が最良の選択肢とされた場合、臼歯の
咬合調整を行うことで咬合高径を低くして、中
心位において前歯が接触するようにします。

５．形態修正の手順 
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（Functional Occlusionより） 

５．形態修正の手順 

３）模型下顎前歯の診断用ワックスアップ 

右の写真が示す下顎前歯の診断用ワック
スアップは、中心位の前歯接触を得るため
に、どのような修復が必要かを明確にしま
す。
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スマイルデザイン 



（Functional Occlusionより） 

５．形態修正の手順 

４）適切な咬合接触  

右の写真が示すように、模型の臼歯咬合調整
と下顎前歯のワックスアップにより、適切な咬合
接触状態を決定することができます。 
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（Functional Occlusionより） 

５．形態修正の手順 

５）診断用ワックスアップ 

右の写真は、完成した診断用ワックスアップです。診
断用ワックスアップは前歯の最終形態ではありませ
ん。この診断用ワックスアップは、プロビジョナルレスト
レーションを製作する基準として使用されます。切歯切
端、唇側豊隆、アンテリアルガイダンスなどの位置と形
態は、装着したプロビジョナルレストレーションを調整し
て口腔内にて決定します。 
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スマイルデザイン 



（Functional Occlusionより） 

５．形態修正の手順 

６）診断用ワックスアップの印象 

診断用ワックスアップにより、前歯のおおよその
位置と形態を把握することができます。右の写真
に示すように、シリコーン印象材を使用して診断
用ワックスアップを印象します。その印象は、プロ
ビジョナルレストレーションの製作に使用します。
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スマイルデザイン 



（Functional Occlusionより） 

５．形態修正の手順 

７）プロビジョナルレストレーション装着 

プロビジョナルレストレーションを装着するときに、患者さんに
以下のことを伝えます。
「この仮歯について、どのような感じがするかよく見てください。
快適でなかったり、発音に支障があったり、外見が気に入らなけ
ればお知らせください。気に入らないところは修正することがで
きます。」

プロビジョナルレストレーションを患者さんに装着することによ
り、口唇との調和・発音機能・快適性・スマイル外観への影響な
どを分析し、最終的歯冠形態を決定します。
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スマイルデザイン 
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次回のテーマは、歯科開業医の談話室34番目「アンテリアガイダンス」です。

今回のテーマを気に入っていただければ をクリックしてください。
質問あるいは疑問がある方は、下の公開コメント欄にお書き下さい。
よろしければチャンネル登録をお願いいたします。
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